
コンプライアンス態勢

コンプライアンスの取り組み
　企業が社会的責任を果たすうえで重要なことは、法令の遵守はもちろんのこと、

「倫理観」を持って行動し、誠実な企業活動を行うことです。

　当行では経営管理部「法務室」を中心に、法令遵守、適正な銀行経営を継続する体制づくり、

高い倫理観を持つ行員の育成に取り組んでいます。

　経営理念である「ＣＳＲ憲章」に基づき策定した「滋賀銀行の行動規範」を遵守するよう努めています。法令等遵守を徹底するために、
専務取締役を委員長とする「コンプライアンス委員会」が中心となり、半年ごとに「コンプライアンス・プログラム」を策定、計画的に整備
を行っています。各部店・各関連会社では、「コンプライアンスオフィサー（法令等遵守責任者）」が中心に研修を実施。本部によるモニタ
リングと指導を含めた、継続的な「ＰＤＣＡサイクル」により定着を図っています。

反社会的勢力排除の取り組み
　「企業が反社会的勢力による被害を防止するための指針
（政府指針）」に基づき、反社会的勢力との取引排除に取り組んで
きました。この取り組みを一層強化するため、２０１０年１０月に
「滋賀銀行 反社会的勢力排除規定」を定めました。規定では、
取引名義人が反社会的勢力に該当する場合は取引を停止・解
約することを定めています。

　支店の職員全員がコンプライアンス・プロ
グラムを根本から理解することのできるよう、
プログラムに沿ったわかりやすい事例を組み
込みながら研修しています。また、支店独自
の研修テーマについては講師を指名し、誰も
が研修者として関わる研修とすることで、
全員が問題をより身近に感じ、関心を持って
理解に前向きな姿勢が生まれるような仕組
みにしています。
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●マネー・ローンダリング
　の防止
●個人情報の管理

●苦情･トラブル等の対応
●反社会的勢力の排除

●総合的なリスクの管理統轄

●コンプライアンスに関する
　統轄部門

●新商品･新業務の企画･
　開発･運営

●エリア統轄店における法令等遵守状況の把握
●コンプライアンスに関する指導
●コンプライアンス委員会への報告

コンプライアンス・
マニュアル
●金融機関の遵守すべき法令
 　等を収録
●行内のイントラネットに掲載
●全役職員が必要なときに
　閲覧できる仕組み

取締役会 監査役･監査役会

コンプライアンス委員会
（事務局：経営管理部）

コンプライアンス・プログラム

●コンプライアンス・プログラムに
　基づく部店内研修の実施
●部店内における法令等遵守
　状況の把握（モニタリング）

コンプライアンス
態勢図

Webで
チェック！ 内部統制システムの整備状況／個人情報保護／反社会勢力排除規定
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